
①
い
っ
と
き
避
難
場
所
：
自
治
会
館

　

地
域
の
班
や
組
の
単
位
ご
と
に
安
否

確
認
や
避
難
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
の
生
活
圏
と
関
連
し
た
避

難
者
の
安
全
が
確
保
で
き
る

場
所
で
す
。（
一
時
的
に
避
難

し
て
災
害
状
況
を
確
認
す
る

ほ
か
、
広
域
避
難
場
所
等
へ

避
難
す
る
た
め
に
地
域
住
民

が
集
ま
る
場
所
）

②
地
域
防
災
拠
点
：
港
北
小
学
校

　

家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ

り
自
宅
で
生
活
で
き
な
い

方
の
一
定
期
間
避
難
生
活

を
送
る
場
所
で
す
。（
防
災

備
蓄
庫
を
設
置
し
、
食
料

や
防
災
機
材
を
備
蓄
し
て
お
り
、

ま
た
、
家
族
や
知
人
の
安
否
確

認
な
ど
、
情
報
受
伝
達
の
拠
点
）

③
広
域
避
難
場
所
：
岸
根
公
園

　

防
災
拠
点
が
倒
壊
や
、
火
災

の
延
焼
な
ど
に
よ
り
、
拠
点
に

居
る
こ
と
が
危
険
に
な
っ
た
場

合
に
避
難
す
る
場
所
で
す
。（
木
造
建
物

等
か
ら
あ
る
程
度
は
な
れ
た
地
域
や
、

耐
火
建
物
等
輻
射
熱
遮
断
す
る
効
果
の

あ
る
も
の
で
囲
ま
れ
た
地
域
）

④�

港
北
消
防
団
に
よ
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
・

カ
ー
テ
ン
の
実
演
公
開

⑤�

広
域
火
災
発
生
を
想
定
し
、
広
域
避

難
場
所
の
岸
根
公
園
へ
の
避
難
訓
練

　

い
っ
と
き
避
難
所
の
自
治
会
館
か
ら

岸
根
公
園
ま
で
、
旧
綱
島
街
道
を
菊
名

池
交
差
点
で
左
折
し
、
水
道
道
経
由
で

岸
根
公
園
ま
で
坂
道
の
多
い
1.7km

を

45
分
で
落
伍
者
も
無
く
、
全
員
が
無
事

に
避
難
で
き
、
現
地
解
散
し
ま
し
た
。

　　

仲
手
原
自
治
会
館
（
い
っ
と
き
避
難

所
）
に
集
合
し
、
港
北
小
学
校
（
防
災

拠
点
）
ま
で
避
難
し
、
防
災
拠
点
で
は

朝
方
か
ら
の
降
雨
に
よ
り
、
屋
外
で
の

訓
練
は
中
止
と
な
り
、
体
育
館
で
次
の

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
よ
る
訓
練
見
学

②�

段
ボ
ー
ル
に
よ
り
避
難
場
所
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
確
保
訓
練

③
簡
易
ト
イ
レ
組
立
方
法
の
見
学

な か て は ら 平成 26 年（2014）12 月１日
　

平
成
26
年
度
も
地
震
災
害
時
の
防
災

対
策
と
し
て
、
仲
手
原
自
治
会
防
災
訓

練
と
港
北
小
学
校
地
域
防
災
拠
点
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

朝
７
時
に
相
模
湾
沖
で
震
度
７
の
地

震
が
発
生
（
横
浜
震
度
５
）。
朝
食
準
備

中
の
広
域
火
災
発
生
と
い
う
被
害
想
定

の
下
に
、
多
く
の
会
員
が
参
加
し
て
、

港
北
消
防
署
・
消
防
団
と
港
北
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

次
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

①�

い
っ
と
き
避
難
所
（
自
治
会
館
）
で

参
加
者
受
付
後
、
仲
手
原
二
丁
目
公

園
に
集
合

②�

初
期
消
火
に
備
え
た
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

の
訓
練
（
参
加
者
全
員
が
２
組
×
２

班
に
分
れ
て
訓
練
）
バ
ケ
ツ
の
持
ち

方
、
送
り
方
や
、
水
を
入
れ
た
バ
ケ

ツ
を
送
る
人
の
並
び
方
（
直
線
一
列

と
交
互
対
面
）
声
掛
け
な
ど
基
本
を

体
験

③�

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
式
初
期
消
火
器
具

の
機
能
説
明
と
放
水
操
作
（
本
消
火

器
具
は
自
治
会
館
構
内
に
設
置
し
て

あ
り
、
平
成
26
年
度
に
一
丁
目
、
二

丁
目
に
各
１
台
を
設
置
の
予
定
）

41

地
震
災
害
発
生
に
備
え
た
防
災
訓
練
の
実
施

（1）第 41 号

会長の訓練開始挨拶

岸根公園への避難訓練

バケツリレー訓練

ウォーターカーテン

避難スペース確保

簡易トイレ組立

自宅まずは近くの
安全な場所へ

地域防災拠点
市立小・中学校

広域避難所

仲
手
原
自
治
会　
防
災
訓
練

　
　
　

９
月
28
日
（
日
）
133
名
参
加

港
北
小
学
校
地
域
防
災
拠
点
訓
練

　
　
　

11
月
９
日
（
日
）
51
名
参
加

地
震
災
害
発
生
時
の
仲
手
原
地
区
の

避
難
場
所
は
何
処
？
？
？



な か て は ら
　

自
治
会
役
員
と
な
り
、
初
め
て
準
備

段
階
か
ら
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
「
夏
祭
り
」
を
通
し
て
、
感
じ
た
事

を
何
点
か
書
き
と
め
て
み
ま
し
た
。
ま

ず
は
回
覧
や
案
内
の
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

か
ら
は
じ
ま
り
、会
場
（
公
園
）
の
清
掃
、

盆
踊
り
会
場
作
り
、
お
菓
子
や
お
も
ち

券
の
準
備
、
ビ
ン
ゴ
景
品
の
購
入
等
、

数
多
く
の
準
備
作
業
を
役
員
や
班
長
さ

ん
は
じ
め
大
勢
の
皆
様
の
ご
協
力
ご
支

援
を
仰
ぎ
「
夏
祭
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

井
上
会
長
を
は
じ
め
ベ
テ
ラ
ン
の
世

話
人
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
夏
祭
り
」
に

向
け
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
り
ま

す
。
経
験
の
無
い
私
は
、
皆
さ
ん
の
仕

事
ぶ
り
を
覚
え
る
の
と
合
わ
せ
、
後
継

者
の
計
画
的
な
育
成
の
必
要
性
も
感
じ

ま
し
た
。

　

お
祭
り
当
日
は
神み

き酒
所し

ょ

の
設
営
、
山

車
や
出
店
の
準
備
等
で
朝
早
く
か
ら
大

忙
し
で
す
。
そ
れ
で
も
大
勢
の
子
供
た

ち
が
嬉
し
そ
う
な
顔
で
太
鼓
を
叩
い
た

り
山
車
を
引
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、

こ
ち
ら
ま
で
楽
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
諸
先
輩

の
お
話
に
よ
れ

ば
、
少
子
化
の

影
響
か
年
々
参

加
す
る
子
供
た

ち
が
減
っ
て
き

て
い
る
と
の
こ

と
。
本
当
に
子

供
の
絶
対
数
が
減
っ
て
い
る
の
か
？　

興
味
や
関
心
が
無
い
か
ら
参
加
し
な
い

の
か
？　

子
供
会
な
ど
関
係
者
と
分
析

が
必
要
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

夜
は
い
よ
い
よ
盆
踊
り
で
す
。
櫓や
ぐ
らの

ま
わ
り
に
設
営
さ
れ
た
夜
店
に
は
大
勢

の
子
供
た
ち
や
父
母
の
方
々
の
長
い
列
。

盆
踊
り
の
見
学
者
と
相
ま
っ
て
会
場
は

人
だ
か
り
で
す
。
そ
の
割
に
、
盆
踊
り

の
輪
に
参
加
さ
れ
る
方
が
少
な
い
の
に

は
少
し
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
盆
踊

り
に
参
加
さ
れ
る
人
た
ち
を
増
や
す
の

も
来
年
度
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

二
日
目
の

夜
は
お
待
ち

か
ね
の
ビ
ン

ゴ
大
会
で

す
。
600
枚
用

意
し
た
カ
ー

ド
は
あ
っ
と

い
う
間
に
無

く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
番
号
が
発
表
さ
れ
る
度
、

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
達
は
目
を
輝

か
せ
て
カ
ー
ド
と
に
ら
め
っ
こ
。

　

お
祭
り
が
終
わ
っ
た
翌
朝
は
世
話
人

が
集
ま
っ
て
の
後
片
づ
け
で
し
た
が
、

こ
れ
も
皆
さ
ん
が
一
致
団
結
し
て
短
時

間
で
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

月
末
に
は
「
夏
祭
り
」
開
催
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
世
話
人
の
皆
さ
ん
と
自

治
会
館
で
鉢は
ち
は
ら払
い
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
際
に
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
要

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
来
年

の
「
夏
祭
り
」
に
少
し
で
も
反
映
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
の
活

動
は
自
分
た
ち

の
住
む
町
を
自

分
た
ち
の
手
で

安
心
し
て
安
全

に
暮
ら
せ
る
町

に
す
る
活
動
で

す
。
最
近
は
、

自
分
の
こ
と
や
自
分
の
家
族
は
自
己
責

任
で
守
る
か
ら
、
他
人
の
こ
と
に
は
無

関
心
な
風
潮
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
皆
様
に
興
味
や
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
様
な
企
画
を
立

て
実
行
す
れ
ば
、
皆
様
と
一
緒
に
自
治

会
活
動
を
よ
り
活
性
化
し
て
行
く
こ
と

が
出
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
館
で
、
横
浜
ソ
ー
ワ
ク
リ
ニ

ッ
ク
副
院
長
の
高
橋
医
師
に
よ
る
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
風
邪
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
違
い
、
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
、

感
染
力
や
大
流
行
の
歴
史
、
ワ
ク
チ
ン

や
薬
、
診
断
や
検
査
法
、
治
療
な
ど
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
中
村
先
生
指
導
の
も
と
、
30

余
名
の
参
加
者
が
楽
し
く
ヨ
ガ
や
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
し
ま
し
た
。
ヨ
ガ
は
正
し

い
呼
吸
法
と
姿
勢
が
重
要
で
、
深
い
呼

吸
は
心
身
を
落
ち
着
か
せ
、
集
中
力
を

高
め
る
効
果
が
あ
り
、
関
連
部
位
を
意

識
し
て
ポ
ー
ズ
を
と
る

こ
と
は
、
普
段
使
っ
て

い
な
い
関
節
や
体
の
深

い
部
分
の
筋
肉
も
動
か

さ
れ
、
さ
ら
に
体
の
バ

ラ
ン
ス
も
保
た
れ
健
康

に
な
る
の
だ
と
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

平成 26 年（2014）12 月１日（2）第 41 号

「
夏
祭
り
」
所
感 

　
　

 

斉
藤　

眞
幾
男  

街
か
ど
医
学
塾

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
学
ぶ  

10
月
１
日（
水
）

健
康
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ

2014

９
・
10
月　
全
４
回

８
月
23
日（
土
）～
24
日（
日
）



聞
き
、
昼
食
を
挟
ん
で
同
局
員
の
案
内

で
同
村
中
部
の
「
道
志
の
湯
」
の
薪
ボ

イ
ラ
ー
（
同
局
に
よ
る
間
伐
材
を
燃
料

と
す
る
）
を
見
学
、
さ
ら
に
同
村
東
部

の
雄
滝
・
雌
滝
を
観
賞
し
、
東
名
高
速

経
由
で
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
道
志
川

の
水
は
残
念
な
が
ら
港
北
区
へ
は
配
水

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
防
災
訓
練
な
ど

で
配
布
さ
れ
る
「
は
ま
っ
子
ど
う
し

T
he W

ater

」
は
道
志
川
の
水
で
す
。

敬
老
祝
い

　

９
月
に
は
、
民
生
委
員

が
敬
老
の
品
物
を
、
該
当

す
る
方
（々
70
・
75
・
80
・
85

歳
の
方
、
90
歳
以
上
の
方
、
77
・
88
・

99
歳
に
な
ら
れ
た
方
）
208
名
に
お
届
け

致
し
ま
し
た
。100
歳
以
上
の
方
は
４
名
、

90
歳
以
上
の
方
々
も
61
名
お
ら
れ
、
御

健
勝
の
こ
と
何
よ
り
と
存
じ
ま
す
。
ど

う
ぞ
皆
様
、
い
つ
ま
で
も
お
身
体
を
大

切
に
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

に
こ
や
か
昼
食
会

　

６
月
21
日（
土
）
に
は
80
歳
以
上
の

方
々
、
10
月
28
日（
火
）は
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
、
仲
手
原
自

治
会
館
で
昼
食
を
頂
き
ま
し
た
。
６
月

の
会
で
は
お
笑
い
芸
人
の
よ
う
に
面
白

い
お
ま
わ
り
さ
ん
の
詐
欺
に
騙
さ
れ
な

な か て は ら
　

今
回
の
施
設
見
学
会
は
、
横
浜
市
水

道
局
水
源
地
の
一
つ
で
あ
る
山
梨
県
の

道
志
村
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
15
年
同

村
よ
り
横
浜
市
へ
合
併
の
申
し
入
れ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
山
梨
県
と
の
交
渉
な

ど
が
大
変
困
難
と
判
断
し
丁
重
に
お
断

り
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
か
よ
う
に

同
村
と
横
浜
市
の
関
り
あ
い
は
深
く
、

大
正
５
年
同
村
の
山
梨
県
々
有
林
を
水

源
涵か
ん
よ
う
り
ん

養
林
（
山
へ
保
水
能
力
を
与
え
る

林
）
と
す
る
た
め
、
横
浜
市
が
購
入
し

て
以
降
約
100
年
に
及
び
ま
す
。

　

見
学
会
当
日
は
東
名
高
速
下
り
線
の

事
故
発
生
に
よ
り
、
中
央
高
速
経
由
で

の
現
地
入
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
同
村
西
部
の
山
伏
峠
近
く
標
高

約
千
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
林
間
の
施
設
見

学
地
・
道
志
川
「
源
流
の
森
」
で
市
水

道
局
の
方
か
ら
水
源
涵
養
林
の
説
明
を

い
た
め
の
お
話
や
ゲ

ー
ム
。
10
月
の
会
で

は
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の

会
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
大
正
琴
の
演
奏
で

歌
や
踊
り
等
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
会
も
、
と
て
も
和
や
か
で
、

皆
さ
ん
笑
顔
で
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

こ
と
ぶ
き
会

  

秋
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

三
浦
　
静
子

　

去
る
10
月
16
日
、
前
日
の
冷
た
い
雨

が
嘘
の
よ
う
に
晴
れ
渡
り
、
参
加
者
41

名
に
て
、谷
川
岳
天
神
平
に
向
け
出
発
。

第
三
京
浜
・
環
八
を
経
て
関
越
道
に
入

り
遠
く
の
山
々
を
眺
め
な
が
ら
土
合
口

駅
に
到
着
。
ロ
ー
プ
ー
ウ
ェ
イ
で
天
神

平
ま
で
登
る
。
標
高
1319
ｍ
の
気
温
は
８

℃
な
が
ら
頬
を
渡
る
風
は
、
心
地
良
く

更
に
リ
フ
ト
で
上
へ
。
360
度
の
眺
望
に

感
激
！
山
女
魚
の
塩
焼
き
他
、
ご
当
地

の
名
産
を
盛
り
込
ん
だ
昼
食
を
満
喫
し

て
、
最
後
に
お
土
産
を
買
い
求
め
帰
路

に
つ
く
。定
刻
無
事
自
治
会
館
に
到
着
。

楽
し
か
っ
た

思
い
出
を
胸

に
そ
れ
ぞ
れ

家
路
に
向
か

い
ま
し
た
。

　

当
自
治
会
に
は
、
助
成
・
自
主
・
任

意
の
各
サ
ー
ク
ル
が
15
以
上
あ
り
、
各

サ
ー
ク
ル
共
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
号
よ
り
連
載
記
事
と
し
て
、
各

サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

★
第
１
回
　「
仲
麻
会
」
★

　

当
仲
麻
会
は
、
聞
く
所
に
よ
る
と
平

成
13
年
頃
、
約
10
名
位
か
ら
発
足
し
た

そ
う
で
、
今
で
は
30
名
以
上
の
麻
雀
仲

間
で
、
月
４
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
当

自
治
会
員
な
ら
誰
で
も
１
日
200
円
（
会

場
費
、
茶
菓
子
代
）
で
参
加
で
き
ま
す
。

ま
た
半
期
ご
と
の
月
末
に
大
会
を
開
催

（
六
卓
程
度
）。
麻
雀
は
手
先
の
訓
練
、

脳
の
活
性
化
、
視
聴
覚
の
鍛
錬
等
、
老

化
防
止
に
役
立
つ
効
果
や
効
能
等
が
見

直
さ
れ
、
最
近
で
は
多
く
の
自
治
会
や

老
人
ホ
ー
ム
等
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
仲
麻
会
は
「
賭
け
な
い
、
飲
ま
な
い
、

吸
わ
な
い
」
の
健
全
麻
雀
で
す
。
な
お

会
長
は
井
上
禮
子
さ
ん
、
副
会
長
兼
会

計
は
池
田
俱
枝
さ
ん
、
会
計
監
査
兼
ル

ー
ル
担
当
兼
世
話
役

は
勝
又
で
、
当
会
に

興
味
を
持
た
れ
た

り
、
時
間
の
あ
る
方

等
、
是
非
ご
一
報
く

だ
さ
い
。（
記　

勝
又
）
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「源流の森」での説明

参加者一同

３ス

リ

ム
Ｒ
夢
施
設
見
学
会

９
月
18
日（
木
）
45
名
参
加

自
治
会
の
サ
ー
ク
ル
紹
介
【
連
載
】



な か て は ら

12
月　
「
な
か
て
は
ら
」
41
号
発
行

　
　
　
家
庭
防
災
員
主
催
家
防
訓
練（
４
日
）

　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト（
14
日
）

　
　
　

自
治
会
館
年
末
大
掃
除（
28
日
）

１
月　

港
北
区
駅
伝
大
会
（
11
日
）

２
月　

節
分
豆
ま
き
大
会

　
　
　
中
高
年
ス
キ
ー
教
室（
６
日
～
８
日
）

　
　
　
　

岩
手
県
・
網
張
ス
キ
ー
場

　
　
　

自
治
会
親
睦
バ
ス
旅
行（
22
日
）

３
月
　
新
旧
役
員
交
代
懇
親
会

　
　
　

班
長
・
組
長
業
務
説
明
会

　
　
　

親
子
ス
キ
ー
教
室

　

従
来
か
ら
ペ
ー
パ
ー
メ
デ
ィ
ア
で
発

行
し
て
い
る
自
治
会
紙
「
な
か

て
は
ら
」
を
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

も
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
当
該
Ｈ
Ｐ
は
地
域

活
動
の
情
報
も
数
多
く
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

５
年
ぶ
り
に
「
自
治
会
会
員
名
簿
」

を
作
成
し
配
布
し
ま
し
た
。
記
載
内
容

に
異
動
が
発
生
し
た
場
合
は
、
自
治
会

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本

名
簿
は
個
人
情
報
で
す
の
で
、
取
扱
い

に
は
十
分
ご
留
意
下
さ
い
。

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
予
想
さ
れ
る

様
々
な
危
険
性
や
、
そ
れ
ら
の
危
険
に

備
え
る
た
め
の
情
報
に
役
立
て
ば
と
、　

平
成
25
年
度
の
自
治
会
防
災
訓
練
で
地

域
の
危
険
個
所
や
井
戸
、
消
火
栓
位
置

な
ど
を
参
加
者
全
員
で
調
査
し
た
結
果

な
ど
か
ら
、
お
役
立
ち
情
報
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
全
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
の

で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

天
候
不
順
の
た
め
２
年
間
中
止
さ
れ

た
「
健
民
祭
」
で
し
た
が
、
今
年
は
絶

好
の
日
和
の
な
か
、
３
年
ぶ
り
に
予
定

通
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の
自
治

会
対
抗
は
「
徒
競
走
リ
レ
ー
」
と
「
玉

入
れ
」
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
の
実
施
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
子
供
会
か
ら
の
寄
稿
文

を
掲
載
し
ま
す
。

　
　
あ
か
つ
き
子
供
会　

 

橋
本　

雅
代

　

今
回
、
初
め
て
健
民
祭
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
天
気
に
恵
ま
れ
て
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。
私
は
召
集
係
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
て
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
皆
さ
ま

と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
港
北
小
学
校
３
年　

 

井
桁　

実
咲

　

私
は
リ
レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま

し
た
。
ス
タ
ー
ト
は
さ
い
し
ょ
な
の
で

ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
で
も
さ
い
ご
ま

で
１
位
で
次
の
人
に
バ
ト
ン
を
わ
た
せ

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
で
も
け
っ
か

は
予
選
Ｂ
チ
ー
ム
の
４
組
中
４
位
な
の

で
、
後
半
に
は
で
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
の
で
来
年
は
私
の
チ
ー
ム

が
１
位
に
な
り
た
い
で
す
。

　
　
白
幡
小
学
校
４
年　

 

鈴
木　

悠
人

　

ぼ
く
は
、
け
ん
み
ん
さ
い
の
リ
レ
ー

に
で
ま
し
た
。
は
じ
め
て
だ
っ
た
の
で
、

少
し
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

３
位
で
バ
ト
ン
を
受
け
と
り
、
一
人
ぬ

か
し
て
２
位
で
バ
ト
ン
を
わ
た
し
ま
し

た
。
結
果
は
、
予
選
敗
退
で
し
た
が
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
走
り
き
れ
た
と
思

い
ま
す
。
来
年
こ
そ
は
、決
勝
に
残
っ
て
、

優
勝
し
た
い
で
す
。

※
編
集
コ
メ
ン
ト
：
寄
稿
文
を
い
た
だ

い
た
小
学
生
た
ち
の
『
熱
き
想
い
』
を
、

仲
手
原
自
治
会
の
結
集
力
と
し
て
、
来

年
こ
そ
は
優
勝
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

訂
正

　

40
号
掲
載
の
自
治
会
役
員
名
の
勝
又

氏
に
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
、
お
詫

び
し
ま
す
。　

勝
俣
→
勝
又
に
訂
正

《
編
集
ス
タ
ッ
フ
》

伊
東
美
奈
子
・
岩
下
武
夫
・
植
木
幹
造
・

江
村　

清
・
中
村
泰
雄
・
三
宅
博
久
・

和
田
恵
美
子
・
写
真
撮
影
―
押
尾
泰
典
他
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障害物リレー

仲手原チームの阿波踊り

クリスマスコンサート
12月14日（日曜日）

午後１時開演
仲手原自治会館にて

フルート・ベル
二胡の演奏です
来てね！

３
年
ぶ
り
開
催
「
健
民
祭
」

　
　

    

10
月
26
日（
日
）

「
な
か
て
は
ら
」
の
ｗ
Ｅ
Ｂ
閲
覧

「
自
治
会
会
員
名
簿
」

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
作
成
配
布


